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【テーマ】「セキュリティ対策の検討」
〜富⼠通セキュリティイニシアティブセンター視察とセキュリティ対策ワークショップ〜

【主催】システム運⽤管理分科会 活動報告
⽇ 時 ：2019年6⽉6⽇（⽊）13：00〜17：30
場 所 ：⻁ノ⾨ツインビル カンファレンスホール出席者
出席者：32名

今年度のシステム運⽤管理分科会は「多様性を包摂するキャンパスのICT環境 〜Society5.0時代の⼤学
ICT環境を探る！」をテーマに掲げ活動いたします。年4回の活動を通して情報システムや情報サービス担当者
ならびにICTインフラ設備担当者が直⾯している諸問題の解決に役⽴つような企画を⾏っていきます。
今回の開催テーマは「セキュリティ対策の検討」です。セキュリティ対策は経営上の重要課題になっています。富

⼠通セキュリティイニシアティブセンター（社内実践により培ったノウハウをもとにお客様のセキュリティ環境の課題
抽出、対策⽴案、システム構築、運⽤を継続的に⽀援する施設）において、セキュリティ対策に関する取組み
事例やお客様のICT環境を安全に保つための各種ソリューションを紹介し、また、後半においてはグループ討議を
⾏うことにより、セキュリティ対策についての課題や対応策に関して意⾒交換をしました。

１．研究内容

２．スケジュール

1

13:00〜13:10 全体会
・事務連絡

13:10〜15:00 富⼠通セキュリティイニシアティブセンター 紹介と⾒学
運営委員⻑より今年度活動に関するお話しの後、同じビル内にあるセキュリティイニシア
ティブセンターに移動。
※セキュリティイニシアティブセンターにおいて
・映像で⾒るサイバー攻撃の脅威
・サイバー攻撃体感デモ
・各種ソリューションのご紹介

15:00〜15:30 休憩・移動

15:30〜17:30 グループ討議
・情報セキュリティ対策についての課題や対応策の共有
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■次回以降取り上げて欲しいテーマがあれば教えてください

■本⽇の分科会を実施して、開催テーマに対して得られた研究成果(疑問や課題等含めて)をお書きください

■今回の分科会を、どのくらい他の⼈に推奨したいと思いますか？ 0(おすすめしない）〜10(おすすめしたい）

３．アンケート結果について

■本⽇の「プログラム内容」について満⾜度をお選びください

４．参加校 [10校17名] ・参加企業[4社15名] ・参加総数[32名]

５．所感

愛知学院⼤学[1]
東京⼯科⼤学[3]
⼯学院⼤学[4]
国⼠館⼤学[2]
産業能率⼤学[1]

駿河台⼤学[1]
順天堂⼤学[1]
城⻄⼤学[1]
東京都市⼤学[2]
明治⼤学[1]

アルテリア・ネットワークス(株)[2]
エデュケーションITサービス(株)[1]
東京コンピュータサービス(株)[1]
富⼠通(株)[11]

・RPA
・教員へのセキュリティの啓蒙について
・クラウド利⽤状況、スマホの導⼊事例
・他⼤学のセキュリティ対策事例（導⼊〜運⽤）
・⼤学におけるBCP対策

 ディスカッション(強制)参加型ですから、好みが分かれるかと考えます。
 他の⼤学との交流による情報共有ができ、とても良いと思いました。
 他⼤学の事例を知ることにより、本学の不⾜している点に気付くこと

ができる為。
 他⼤学さんの意⾒や事例など同じなやみを共有できたのが良かった。
 他⼤学との情報交換により新たな気付きを得られる。
 セキュリティ対策の動向、各⼤学の取組みについて⼤変参考になった

から。

 他⼤学様のセキュリティ対応をおうかがいできて⼤変、勉強になりました。
 セキュリティポリシーの作り⽅。
 運⽤や設定まわりの参考になりました。
 本学のセキュリティ対策が達成できていない点を認識できた。
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2019年度初回の分科会は「セキュリティ対策の検討」をテーマに掲げ開催いたしました。前半は富⼠通セキュリティｾﾝﾀｰの視察、後半はグループに分か
れて、セキュリティに関する各校の対応状況や運⽤等における課題の共有を⾏いました。グループ討議には賛助会員企業も同席させていただきました。参
加した⼤学皆さんにとっては、他⼤学の事例紹介や企業からの対応ソリューション紹介もあり有意義なグループ討議であったかと思います。また、賛助会員
企業においては、⼤学皆様の⽣の声を聞くことができた素晴らしい場（分科会）となりました。

（事務局）

【NPS（Net Promotor Score)とは】
測定⽅法は推奨者(10,9点)、中⽴者(8,7点)、批判者(6点以下)
に分け、回答者全体に占める推奨者の割合(％)から、批判者の割合
(％)を引いた値がNPSのスコアとなります。結果としては数字が⼤きい
ほど良いイベントと評価されます。


